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４
．
原
稿
の
分
量
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。
　
　
　
 
（
１
）
日
本
語
の
場
合
、
論
文
・
判
例
総
合
研
究
は
三
二
、〇
〇
〇
字
　
　
　
　
　
 
以
内
（
注
・
参
考
文
献
・
図
表
を
ふ
く
む
）、
　
　
　
　
　
  
研
究
ノ
ー
ト
・
判
例
評
釈
・
資
料
紹
介
は
一
六
、〇
〇
〇
字
　
　
　
　
　
  
以
内
、
書
評
は
八
、〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。
　
　
　
　
　
  
な
お
、
改
行
等
に
よ
る
空
白
部
分
も
字
数
に
含
め
る
。
　
　
　
　
　
  
文
字
数
が
明
ら
か
に
超
過
し
て
い
る
場
合
に
は
、
掲
載
を
　
　
　
　
　
  
不
許
可
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
　
　
　
  
（
２
）
英
語
の
場
合
、
論
文
・
判
例
総
合
研
究
は
一
三
、〇
〇
〇
　
　
　
　
　
  w
ords
以
内
（
注
・
参
考
文
献
・
図
表
を
ふ
く
む
）、
研
究
　
　
　
　
　
  
ノ
ー
ト
・
判
例
評
釈
・
資
料
紹
介
は
六
、五
〇
〇w
ords
以
内
、
　
　
　
　
　
  
書
評
は
三
、〇
〇
〇w
ords
以
内
と
す
る
。
　
　
　
　
　
 
な
お
、
改
行
等
に
よ
る
空
白
部
分
も
字
数
に
含
め
る
。
文
字
　
　
　
　
　
 
数
が
明
ら
か
に
超
過
し
て
い
る
場
合
に
は
、
掲
載
を
不
許
可
　
　
　
　
　
  
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
　
　
　
　
（
３
）
図
表
は
、
そ
の
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
字
数
換
算
し
て
制
限
字
　
　
　
　
　
  
数
に
計
算
す
る
。
１
点
あ
た
り
一
〇
行
分
（
四
〇
〇
字
相
当
）
　
　
　
　
　
  
に
換
算
す
る
。
　
　
　
　
（
４
）
要
旨
は
五
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。
　 
四
　
提
出
方
法
　
　
　
 
提
出
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。
　
　
　
 
１
．
原
稿
は
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
し
、
武
蔵
野
法
学
編
集
委
員
会
　
　
　
　
　
 
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
送
信
す
る
か
、
あ
る
い
は
電
子
フ
ァ
　
　
　
　
　
 
イ
ル
を
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
の
電
子
記
録
媒
体
に
保
存
し
て
編
集
　
　
　
　
　
 
委
員
会
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
送
信
す
る
か
、
あ
る
い
は
武蔵野法学第 12 号
154
　
　
　
　
　
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
の
電
子
記
録
媒
体
に
　
　
　
　
　
保
存
し
て
編
集
委
員
会
宛
に
郵
送
す
る
こ
と
。
電
子
メ
ー
　
　
　
　
　
ル
で
送
信
す
る
場
合
、
メ
ー
ル
の
件
名
（Subject
）
に
　
　
　
　
　
「
武
蔵
野
大
学　
武
蔵
野
法
学
論
文
」
と
記
載
す
る
こ
と
。
　
　
　
２
．
提
出
期
日
は
、
各
募
集
要
項
で
公
表
す
る
。
　
　
　
３
．
提
出
し
た
論
文
は
一
切
返
却
し
な
い
。
　
五
　
校
正
　
　
　
校
正
は
印
刷
上
の
誤
り
、
不
備
の
訂
正
の
み
に
と
ど
め
、
校
正
　
　
　
段
階
で
の
新
た
な
加
筆
修
正
は
認
め
な
い
。
　
六
　
原
稿
送
付
先
　
　
　
原
稿
の
送
付
は
下
記
と
す
る
。
　
　
　
〒
一
三
五
―
八
一
八
一
　
　
　
東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
三
番
地
三
号
　
　
　
武
蔵
野
大
学
法
学
研
究
所
　
　
　
『
武
蔵
野
法
学
』
編
集
委
員
会　
庶
務
担
当
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
三
―
五
五
三
〇
―
七
七
三
〇
（
直
通
）
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三
―
五
五
三
〇
―
三
八
一
二
　
　
　
E-M
A
IL
：a_gakubu@
m
usashino-u.ac.jp
　
七
　
倫
理
規
定
　
　
　
投
稿
論
文
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
他
者
の
著
作
権
等
の
侵
害
、
　
　
　
名
誉
毀
損
そ
の
他
の
問
題
等
を
生
じ
な
い
よ
う
に
十
分
に
配
慮
　
　
　
す
る
こ
と
。
な
お
、
万
一
『
武
蔵
野
法
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
執
　
　
　
筆
内
容
が
前
記
の
問
題
を
生
ぜ
し
め
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
　
　
　
執
筆
者
が
そ
の
一
切
の
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
。
